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(57)【要約】
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（Ａ
Ｐ）の送信（Ｔｘ）電力を制御するための技法が、本明
細書に説明される。本明細書に説明される方法の例は、
ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換が初期化されたこ
とを検出することと、モバイルデバイスの推定されるカ
バレッジエリア、モバイルデバイスの推定されるＴｘ電
力レベル、および／またはモバイルデバイスの他の動作
パラメータを決定することと、モバイルデバイスの決定
された動作パラメータに基づいて測位交換の間モバイル
デバイスへの送信のためにＡＰによって使用される電力
レベルを制御することとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御す
るための方法であって、
　前記ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出することと、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記モバイルデ
バイスの前記推定される動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッ
ジエリア、および前記モバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ことと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通信範囲に少な
くとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアを決
定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
カバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記ＡＰのカバ
レッジエリアのサブセットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することを備え
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連する測定されたＴｘ電力レベルに基づいて
、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定することを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスから受信された情報に基づいて前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電
力レベルを決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
Ｔｘ電力レベルと前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ
　Ｔｘ電力レベルを設定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される検出しきい値、または前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の推定
される経路損失のうちの少なくとも１つを決定することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスのための前の位置推定に基づいて前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記推
定される経路損失を決定することをさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイル
デバイス間の前記推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能
なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算することと、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検出可能なＡＰ　Ｔ
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ｘ電力レベルの関数として設定することと、
　を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＡＰにおいて、前記モバイルデバイスの前記Ｔｘ電力レベルに関連している情報を
受信することと、
　前記ＡＰにおいて、前記モバイルデバイスの前記Ｔｘ電力レベルに基づいて前記ＡＰ　
Ｔｘ電力レベルを調節することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＡＰにおいて、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルで測位パケットを前記モバイルデバイス
に送信することと、
　前記ＡＰにおいて、前記測位パケットについて前記モバイルデバイスから肯定応答（Ａ
ＣＫ）を検出することを試みることと、
　前記ＡＣＫが前記ＡＰにおいて検出されない場合、前記ＡＰ　Ｔｘ電力を増加すること
と、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定することは、前記モバイ
ルデバイスの推定される検出しきい値を決定することをさらに備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することは、前記モバイルデバイスの前記推定される
検出しきい値に少なくとも部分的に基づいて前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　アクセスポイント（ＡＰ）送信電力を管理するための装置であって、
　ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するように構成されるアクセスポ
イント（ＡＰ）調整モジュールと、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記推定される
動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および前記モ
バイルデバイスの推定される送信（Ｔｘ）電力レベルを備え、前記測位交換の間前記ＡＰ
から前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバ
イスの前記推定される動作パラメータの関数として設定することと、を行うように構成さ
れるネットワークベース測位（ＮＢＰ）モジュールと、
　を備える、装置。
【請求項１４】
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイ
ルデバイスの推定される通信範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイス
の前記推定されるカバレッジエリアを決定するようにさらに構成される、請求項１３に記
載の装置。
【請求項１５】
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアが
前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記ＡＰのカバレッジエリアのサブ
セットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するようにさらに構成される、請求
項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＮＢＰモジュールに通信可能に結合され、前記モバイルデバイスからの１つ以上の
過去の送信に関連しているデータを記憶するように構成されるモバイル履歴データベース
をさらに備え、ここにおいて、前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイル履歴データベース
で記憶されたデータに基づいて前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを
決定するようにさらに構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
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　前記ＮＢＰモジュールに通信可能に結合され、前記モバイルデバイスから、前記モバイ
ルデバイスの前記推定される動作パラメータに関連している情報を取得するように構成さ
れるクラウドソーシングモジュールをさらに備え、ここにおいて、前記ＮＢＰモジュール
は、前記クラウドソーシングモジュールによって取得された前記情報に基づいて前記モバ
イルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定するようにさらに構成される、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルと前
記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを
設定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＮＢＰモジュールは、前記モバイルデバイスの推定される検出しきい値、および前
記ＡＰと前記モバイルデバイス間の推定される経路損失を決定することと、前記モバイル
デバイスの前記推定される検出しきい値および前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記
推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能なＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを計算することと、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための
前記検出可能なＡＰ　Ｔｘ電力レベルの関数として設定することと、を行うようにさらに
構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ＡＰ調整モジュールおよび前記ＮＢＰモジュールの１つ以上の機能を行うように構
成される少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合され、データを記憶するように構成されるメモ
リと、
　をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御す
るための装置であって、
　前記ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するための手段と、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定するための手段と、前記推定
される動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および
前記モバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ための手段と、
　を備える、装置。
【請求項２２】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通信
範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジ
エリアを決定するための手段を備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定されるカバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルに関して定義されるように前記
ＡＰのカバレッジエリアのサブセットであるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定する
ための手段を備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連するＴｘ電力レベル、または前
記モバイルデバイスから収集された情報のうちの少なくとも１つに基づいて、前記モバイ
ルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定することを備える、請求項２１に記載
の装置。
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【請求項２４】
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定されるＴｘ電力レベルと前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるよう
な前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための手段を備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータを決定するための前記手段は、
前記モバイルデバイスの推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイルデバイ
ス間の推定される経路損失を決定するための手段を備え、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定するための前記手段は、前記モバイルデバイスの前記
推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイルデバイス間の前記推定される経
路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算
するための手段と、前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検
出可能なＡＰ　Ｔｘ電力レベルの関数として設定するための手段と、を備える、請求項２
１に記載の装置。
【請求項２６】
　非一時的なプロセッサ可読記憶媒体であって、プロセッサに、
　アクセスポイント（ＡＰ）とモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出することと
、
　前記モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、前記推定される
動作パラメータは、前記モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、および前記モ
バイルデバイスの推定される送信（Ｔｘ）電力レベルを備え、
　前記測位交換の間前記ＡＰから前記モバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力
レベルを、前記モバイルデバイスの前記推定される動作パラメータの関数として設定する
ことと、
　を行わせるように構成されるプロセッサ実行可能な命令を備える、非一時的なプロセッ
サ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記プロセッサに、
　前記モバイルデバイスの推定される位置、および前記モバイルデバイスの推定される通
信範囲に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッ
ジエリアを決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定されるカバレッジエリアが前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベル
に関して定義されるように前記ＡＰのカバレッジエリアのサブセットであるような前記Ａ
Ｐ　Ｔｘ電力レベルを設定することと、
　を行わせるように構成される命令をさらに備える、請求項２６に記載のプロセッサ可読
記憶媒体。
【請求項２８】
　前記プロセッサに、前記モバイルデバイスからの１つ以上の過去の送信と関連するＴｘ
電力レベル、または前記モバイルデバイスから収集された情報のうちの少なくとも１つに
基づいて、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルを決定させるように構
成される命令をさらに備える、請求項２６に記載のプロセッサ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記プロセッサに、前記モバイルデバイスの前記推定されるＴｘ電力レベルと前記ＡＰ
　Ｔｘ電力レベル間の差がしきい値未満であるような前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定さ
せるように構成される命令をさらに備える、請求項２６に記載のプロセッサ可読記憶媒体
。
【請求項３０】
　前記プロセッサに、
　前記モバイルデバイスの推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイルデバ
イス間の推定される経路損失を決定することと、



(6) JP 2017-516078 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

　前記モバイルデバイスの前記推定される検出しきい値、および前記ＡＰと前記モバイル
デバイス間の前記推定される経路損失に基づいて前記モバイルデバイスのための検出可能
なＡＰ　Ｔｘ電力レベルを計算することと、
　前記ＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、前記モバイルデバイスのための前記検出可能なＡＰ　Ｔ
ｘ電力レベルの関数として設定することと、
　を行わせるように構成される命令をさらに備える、請求項２６に記載のプロセッサ可読
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　[0001]　ワイヤレス通信技術における進歩は、現代のワイヤレス通信デバイスの多用途
性を大いに増大させてきた。これらの進歩は、ワイヤレス通信デバイスが、シンプルなモ
バイル電話およびポケットベル（pagers）からマルチメディア記録再生（multimedia rec
ording and playback）、イベントスケジューリング、ワードプロセシング、電子商取引
、等のような幅広い機能の能力がある洗練された計算デバイスへと発展することを可能に
してきた。結果として、現代のワイヤレス通信デバイスのユーザは、従来、複数のデバイ
スか、より大きい非携帯型機器（non-portable equipment）かのどちらかを要求した単一
の、携帯型デバイスからの広範囲のタスクを行うことができる。
【０００２】
　[0002]　様々な技術は、ワイヤレス通信デバイスの位置を位置付ける（locating the p
osition）ために利用される。いくつかのモバイル測位技術（mobile positioning techno
logies）が、ネットワークベース測位（network-based positioning）（ＮＢＰ）に基づ
いており、そこで、モバイルデバイスと通信しているネットワークは、モバイルデバイス
によってなされる信号測定のインジケーションを取得し、ネットワーク内のデバイスの位
置を計算する。このことは、モバイルベース測位（ＭＢＰ）と対照的であり、そこで、モ
バイルデバイスは、ネットワークからの信号を測定し、それ自身の位置を推定する。ＮＢ
ＰおよびＭＢＰのアプリケーションは、とりわけ、パーソナルナビゲーション（personal
 navigation）、ソーシャルネットワーキング、およびコンテンツ（例えば、広告、検索
結果、等）のターゲティング（targeting）を含む。
【０００３】
　[0003]　従来のモバイル測位技法と関連するチャレンジ（challenges）のうちの１つは
、位置推定（position estimates）がほぼ同時にそれらそれぞれの位置を要求する複数の
モバイルデバイスに一斉に（concurrently）提供され得る手段を提供している。一般的に
、所与のネットワークによってサポートされる測位要求（ロケーション要求）の数は、利
用可能なネットワーク帯域幅によって制限される。さらに、ＮＢＰとＭＢＰの両方が、ネ
ットワークＡＰｓとモバイルデバイス間で送信される信号と関連する測定に基づくため、
ならびにＡＰｓが一般的に、モバイルデバイスより高い送信（Ｔｘ）電力、およびモバイ
ルデバイスより大きい通信範囲を有するため、測位のためのＡＰ送信は、干渉を隣接する
ＡＰｓに導入する（introduce）。このことは、同様に、隣接するＡＰｓのために利用可
能なネットワーク帯域幅を低減し、モバイル測位インプリメンテーションの拡張性（scal
ability）を制限する。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]　本明細書に説明されるようなワイヤレス通信システムの中のアクセスポイント
（ＡＰ）の送信（Ｔｘ）電力を制御するための方法の例は、ＡＰとモバイルデバイス間の
測位交換（positioning exchange）の初期化（initialization）を検出することと、モバ
イルデバイスの推定される動作パラメータを決定することと、モバイルデバイスの推定さ
れる動作パラメータは、モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、およびモバイ
ルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、測位交換の間ＡＰからモバイルデバイス
への送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、モバイルデバイスの推定される動作パラメー
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タの関数として設定することとを含む。
【０００５】
　[0005]　本明細書に説明されるようなＡＰ送信電力を管理するための装置の例は、ＡＰ
とモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するように構成されるＡＰ調整モジュー
ル（an AP coordination module）と、モバイルデバイスの推定される動作パラメータを
決定することと、推定される動作パラメータは、モバイルデバイスの推定されるカバレッ
ジエリア、およびモバイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、測位交換の間Ａ
Ｐからモバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、モバイルデバイスの
推定される動作パラメータの関数として設定することと、を行うように構成されるネット
ワークベース測位（ＮＢＰ）モジュールと、を含む。
【０００６】
　[0006]　本明細書に説明されるようなワイヤレス通信システムの中のＡＰのＴｘ電力を
制御するための装置の例は、ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出するた
めの手段と、モバイルデバイスの推定される動作パラメータを決定するための手段と、推
定される動作パラメータは、モバイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、およびモ
バイルデバイスの推定されるＴｘ電力レベルを備え、測位交換の間ＡＰからモバイルデバ
イスへの送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルを、モバイルデバイスの推定される動作パラ
メータの関数として設定するための手段と、を含む。
【０００７】
　[0007]　本明細書に説明されるような非一時的なプロセッサ可読記憶媒体の例は、プロ
セッサに、ＡＰとモバイルデバイス間の測位交換の初期化を検出することと、モバイルデ
バイスの推定される動作パラメータを決定することと、推定される動作パラメータは、モ
バイルデバイスの推定されるカバレッジエリア、およびモバイルデバイスの推定されるＴ
ｘ電力レベルを備え、測位交換の間ＡＰからモバイルデバイスへの送信のためのＡＰ　Ｔ
ｘ電力レベルを、モバイルデバイスの推定される動作パラメータの関数として設定するこ
ととを行わせるように構成されるプロセッサ実行可能な命令を含む。
【０００８】
　[0008]　本明細書に説明される項目および／または技法は、下記の能力、ならびに記載
されていない他の能力のうちの１つ以上を提供し得る。所与の場所（given venue）内に
位置付けされることができるばらばらのＡＰカバレッジエリア（disjoint AP coverage a
reas）の数は、増加されることができ、それによって、より多くのＡＰｓ１６が場所内で
位置決めされる（positioned）ことを可能にする。一斉にネットワークによって対処され
ることができるロケーション要求の数は、増加し得る。ネットワークの輻輳は、低減され
ることができ、それは、同様にネットワークデバイス間の衝突を低減し得る。他の能力は
提供されることができ、本開示にしたがうすべてのインプリメンテーションが、説明され
る能力のすべては言うまでもなく、任意の特定の能力を提供しなければならないわけでは
ない。さらに、上記で述べられた効果が、述べられたもの以外の手段によって達成させら
れることが可能であることができ、述べられた項目／技法は、必ずしも述べられた効果を
生み出すとは限らないことがある。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】[0009]　図１は、室内領域と関連するワイヤレス通信環境の概略図である。
【図２】[0010]　図２は、図１に示されているモバイル局の１つの実施形態のコンポーネ
ントのブロック図である。
【図３】[0011]　図３は、図１に示されているアクセスポイントの１つの実施形態のコン
ポーネントのブロック図である。
【図４】[0012]　図４は、図１に示されている測位サーバ（positioning server）の１つ
の実施形態のコンポーネントのブロック図である。
【図５】[0013]　図５は、ＮＢＰシステムの１つの実施形態の機能ブロック図である。
【図６】[0014]　図６は、ワイヤレス通信システムと関連するデバイスカバレッジエリア
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の例示的な図である。
【図７】[0015]　図７－８は、図５に示されているＮＢＰシステムの中の電力制御を実施
するためのそれぞれのシステムのブロック図である。
【図８】[0015]　図７－８は、図５に示されているＮＢＰシステムの中の電力制御を実施
するためのそれぞれのシステムのブロック図である。
【図９】[0016]　図９－１０は、それぞれの電力制御アルゴリズムに起因するワイヤレス
通信システムの中のデバイスカバレッジエリアの例示的な図である。
【図１０】[0016]　図９－１０は、それぞれの電力制御アルゴリズムに起因するワイヤレ
ス通信システムの中のデバイスカバレッジエリアの例示的な図である。
【図１１】[0017]　図１１は、アクセスポイントで測位メッセージのための送信電力を調
節するためのシステムのブロック図である。
【図１２】[0018]　図１２－１３は、測位シグナリングのためのアクセスポイントの送信
電力を制御するためのそれぞれの処理のブロックフロー図である。
【図１３】[0018]　図１２－１３は、測位シグナリングのためのアクセスポイントの送信
電力を制御するためのそれぞれの処理のブロックフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　[0019]　本明細書に説明されることは、ワイヤレス通信ネットワーク内で送信される測
位メッセージと関連する電力レベルを管理する（制御する）ためのシステムおよび方法で
ある。測位メッセージは、ＮＢＰプロトコルにしたがって送信されることができ、そこで
、モバイルデバイスの位置は、ネットワークアクセスポイント（ＡＰｓ）によって収集さ
れる測定（例えば、往復時間（round trip time）（ＲＴＴ）の測定、受信信号強度イン
ジケーション（ＲＳＳＩ）、等）によって提供される。代替として、ＭＢＰプロトコルは
、使用されることができ、そこで、測定は、それ自身の位置を決定するためにモバイルデ
バイスによって収集され、使用される。ＮＢＰおよびＭＢＰは、「モバイル測位」または
単に「測位」と本明細書で集合的に称される。
【００１１】
　[0020]　本明細書に説明されるように、（例えば、ＮＢＰ、またはＭＢＰインプリメン
テーションの中で）モバイル測位（mobile positioning）を提供するＡＰｓは、同じネッ
トワーク負荷を使用して測位のためにサポートされるモバイルデバイスの数を増加させる
ために測位メッセージのための様々な送信電力制御（ＴＰＣ）メカニズムを利用すること
ができる。電力制御は、以下に説明されるように、個々のＡＰｓによって自律的に、およ
び／または他の方法で、測位サーバでＮＢＰライブラリモジュールのような、中央エンテ
ィティ（central entity）によってなされ得る。
【００１２】
　[0021]　本明細書に説明される様々なインプリメンテーションがネットワーク要素と称
されることができ、および／または１つ以上のネットワーク技術に特有である名称を利用
することができる一方、本明細書に説明される技法は、特定の技術に限定されず、現在存
在しているか、将来開発されるかに関わらず、任意の適切な技術、またはそれらの組み合
わせに適用され得る。さらに、本明細書に説明されるインプリメンテーションのいくつか
が、ＮＢＰシステムに適用するように、同様の概念もまた、以下に説明されるように、Ｍ
ＢＰシステムおよび／または他のシステムに適用し得る。
【００１３】
　[0022]　本明細書に説明されているシステムおよび方法は、ワイヤレス通信システムの
中で動作する１つ以上のモバイルデバイスを介して動作する。図１を参照すると、実例と
なるワイヤレス通信システム１０は、モバイルデバイス１２と通信して、基地トランシー
バ局ＢＴＳおよびワイヤレスアクセスポイント（ＡＰｓ）１６を含む。１つのＢＴＳ１４
だけが図１に示されているが、２つ以上のＢＴＳ１４が使用されることができる。１つの
モバイルデバイス１２だけが図１に示されており、以下に参照されるが、ＢＴＳ１４およ
びＡＰｓ１６は、モバイルデバイスと本明細書で称される、いろいろなワイヤレス通信デ



(9) JP 2017-516078 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

バイスのための通信サービスを提供する。ＢＴＳ１４および／またはＡＰ１６によってサ
ーブされるワイヤレス通信デバイスは、現在存在しているか、将来開発されるかに関わら
ず、携帯情報端末（ＰＤＡｓ）、スマートフォン、ラップトップ、デスクトップまたはタ
ブレットコンピュータのような計算デバイス、自動計算システム、等に限定されないが、
それらを含むことができる。
【００１４】
　[0023]　システム１０は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上のオペレーシ
ョンをサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に変調された
信号を送信することができる。各変調された信号は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）信号
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）信号、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）信号、単一
キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）信号、等であり得る。各変調された信号
は、異なるキャリア上で送られることができ、パイロット、オーバヘッド情報、データ、
等を搬送し得る。
【００１５】
　[0024]　ＢＴＳ１４およびＡＰｓ１６は、アンテナを介してシステム１０の中のモバイ
ルデバイス１２とワイヤレスで通信することができる。ＢＴＳ１４はまた、基地局、ノー
ドＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、等と称され得る。ＡＰｓ１６もまた、アクセスノード
（ＡＮｓ）、ホットスポット、等と称され得る。ＢＴＳ１４は、複数のキャリアを介して
モバイルデバイス１２と通信するように構成される。ＢＴＳ１４は、セルのような、それ
ぞれの地理的エリアに通信カバレッジを提供することができる。ＢＴＳ１４のセルは、基
地局アンテナの機能として、複数のセクタに分割されることができる。
【００１６】
　[0025]　システム１０は、マクロ基地局１４のみを含むことができ、またはそれは、例
えば、マクロ、ピコ、および／またはフェムト基地局、等、異なるタイプの基地局１４を
有することができる。マクロ基地局は、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロ
メートル）をカバーすることができ、サービスに加入している端末（terminals with ser
vice subscription）による無制限アクセスを可能にし得る。ピコ基地局は、比較的小さ
い地理的エリア（例えば、ピコセル）をカバーすることができ、サービスに加入している
端末による無制限アクセスを可能にし得る。フェムトまたはホーム基地局は、比較的小さ
い地理的エリア（例えば、フェムトセル）をカバーすることができ、フェムトセルとの関
連を有する端末（例えば、家の中のユーザのための端末）による制限付きアクセス（rest
ricted access）を可能にし得る。
【００１７】
　[0026]　ＢＴＳ１４とＡＰｓ１６の両方がシステム１０内に示されているが、ワイヤレ
ス通信環境は、必ずしもＢＴＳｓ１４とＡＰｓ１６の両方を包含する必要はなく、ＢＴＳ
ｓ１４、ＡＰｓ１６、あるいはかなりの数または構成でそれら両方を含み得る。一般的に
、ＢＴＳ１４は、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ユ
ニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ（登録商標））および／または第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（
登録商標））によって開発された他の技術、ＣＤＭＡ２０００および／または３ＧＰＰ２
によって開発された他の技術、等のような１つ以上のセルラ無線アクセス技術を介して通
信をサポートする。ＡＰ１６は一般的には、ＩＥＥＥ（米国電気電子技術者協会）８０２
．１１仕様（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）または同様のものに基づいて１つ以上の技術を介して
通信をサポートする。しかしながら、ＢＴＳｓ１４およびＡＰｓ１６は、これらの技術に
限定されず、追加のまたは代替の機能を用い得る。さらに、単一のデバイスは、ＢＴＳ１
４とＡＰ１６の両方の、いくつかのまたはすべての機能を含み得る。
【００１８】
　[0027]　システム１０にさらに示されているように、モバイルデバイス１２は、ショッ
ピングモール、学校、または他の屋内、または屋外エリアのような場所（エリア、領域）
１１０内に位置決めされる。本明細書で、ＡＰｓ１６は、場所１１０内に位置決めされ、



(10) JP 2017-516078 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

場所１１０のそれぞれのエリア（部屋、店、等）に通信カバレッジを提供する。システム
１０の中のＡＰｓ１６へのアクセスは、オープンであることができ、あるいは代替的にア
クセスが、パスワード、暗号化キー、または他の証明情報（credentials）で保護される
ことができる。
【００１９】
　[0028]　図１は、１つのモバイルデバイス１２のみを例示するが、システム１０は、複
数のモバイルデバイスをさらに含むことができ、それは、システム１０の全体にわたって
分散され得る。モバイルデバイスは、端末、アクセス端末（ＡＴｓ）、モバイル局、ユー
ザ機器（ＵＥ）、加入者ユニット、等と称され得る。さらに、モバイルデバイスは、上記
にリストされたような様々なデバイス、および／または任意の他のデバイスを含むことが
できる。
【００２０】
　[0029]　システム１０はまた、領域１１０の中の１つ以上のモバイルデバイス１２の測
位を促進するためにＮＢＰをインプリメントし得る。いくつかの使用事例（use cases）
では、ＮＢＰは、デバイス、例えば、ＭＢＰ機能を有するデバイス、およびＭＢＰ機能を
インプリメントするための機器および／または処理能力が不足しているデバイス、のより
幅広い範囲に測位を提供するためにＭＢＰにわたって望ましくあり得る。代替として、Ｍ
ＢＰまたは他の技法は、ＮＢＰの代わりに使用されることができ、あるいはＮＢＰ、ＭＢ
Ｐ、および／または他の測位技法の組み合わせは、システム１０で使用されることができ
る。
【００２１】
　[0030]　本明細書で、測位は、測位サーバ１２０を通して調整される。測位サーバ１２
０は、システム１０の中のＡＰｓ１６との、バックホールリンクと称される、通信リンク
を維持する。バックホールリンクは一般的に、ワイヤード通信リンク（例えば、イーサネ
ット（登録商標）、等）であるが、ワイヤレス通信および／または他の通信技術が、使用
されることができる。測位サーバ１２０は、ＡＰｓ１６とモバイルデバイス１２間で通信
される測位関連メッセージに関連しているＡＰｓによって行われる測定の収集を調整する
。収集された測定は、同様に、モバイルデバイス１２の位置を取得するために使用される
。
【００２２】
　[0031]　次に図２を参照して、モバイルデバイス１２の例は、プロセッサ２０、ソフト
ウェア２４を含むメモリ２２、トランシーバ２６、およびアンテナ２８を含むコンピュー
タシステムを備える。トランシーバ２６は、図１に示されているように、１つ以上の関連
したワイヤレス通信ネットワークの中の他のエンティティ、本明細書で、セルラネットワ
ークと関連するＢＴＳ１４、および／またはローカライズされた通信ネットワークと関連
するＡＰｓ１６に双方向の通信機能（bi-directional communication functionality）を
、アンテナ２８を介して、提供する。いくつかのインプリメンテーションでは、トランシ
ーバ２６は、いろいろな通信システムを介して通信をサポートすることができ、アンテナ
２８のうちの異なるものは、異なる通信システムのために使用され得る。例として、アン
テナ２８は、ＢＴＳ１４と通信するための第１のアンテナ、およびＡＰｓ１６と通信する
ための第２のアンテナを含み得る。他のインプリメンテーションでは、所与の通信システ
ムとの通信のために使用されるアンテナ２８は、送信（Ｔｘ）アンテナおよび受信（Ｒｘ
）アンテナに随意にさらに分けられ得る。代替として、アンテナ２８のそれぞれのものは
、割り当てられたシステム、またはシステムの組み合わせのための送信と受信両方のため
に使用されることができる。
【００２３】
　[0032]　プロセッサ２０は、例えば、ＡＲＭ（登録商標）、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）コ
ーポレーション、またはＡＭＤ（登録商標）によって製造されたもののような、中央処理
ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等の
インテリジェントハードウェアデバイス（intelligent hardware device）であることが
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好ましい。プロセッサ２０は、モバイルデバイス１２に分散されることができる複数の個
別の物理的なエンティティを備えることができる。メモリ２２は、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。メモリ２２は、実行されるとき、
プロセッサ２０に、本明細書に説明された様々な機能（説明は、機能を行うプロセッサ２
０のみに関し得るが）を行わせるように構成されるプロセッサ可読命令を包含するプロセ
ッサ可読、プロセッサ実行可能なソフトウェアコードであるソフトウェア２４を記憶する
非一時的なプロセッサ可読記憶媒体である。代替として、ソフトウェア２４は、プロセッ
サ２０によって直接的に実行可能でないことがあるが、プロセッサ２０に、例えば、コン
パイルされ、実行されるとき、機能を行わせるように構成される。メモリ２２を補うこと
ができる媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ、ディスクドライブ、等に限定されないが
、それらを含む。
【００２４】
　[0033]　次に図３を参照して、ＡＰｓ１６のうちの実例となる１つは、プロセッサ３０
、ソフトウェア３４を含むメモリ３２、トランシーバ３６、アンテナ３８、およびネット
ワークアダプタ４０を含むコンピュータシステムを備える。プロセッサ３０およびメモリ
３２は、図２に示されているモバイルデバイス１２のプロセッサ２０およびメモリ２２と
同様に構造化され得る。本明細書で、ＡＰ１６のプロセッサ３０およびメモリ３２は、Ａ
Ｐ１６の通信範囲内で、モバイルデバイス１２および／または他のデバイスに通信機能を
提供するように（例えば、メモリ３２上に記憶されたソフトウェア３４を介して）構成さ
れる。ＡＰ１６は、アンテナ３８を介して、モバイルデバイス１２、ＡＰｓ１６のうちの
他のもの、および／またはシステム１０の中の他のエンティティと通信し、それは、１つ
以上の通信プロトコルにしたがってトランシーバ３６と関連する。モバイルデバイス１２
のアンテナ２８と同様に、ＡＰ１６のアンテナ３８は、ＴｘおよびＲｘアンテナ、トラン
シーバ３６によってサポートされる複数の通信システムのためのアンテナ、等に分けられ
得る。
【００２５】
　[0034]　ＡＰ１６のネットワークアダプタ４０は、測位サーバ１２０へのバックホール
リンク（例えば、イーサネットリンク、等）を維持し、バックホールリンクを介してＡＰ
１６と測位サーバ１２０間の通信を促進する。代替として、ＡＰ１６は、トランシーバ３
６およびアンテナ３８を介して測位サーバ１２０とワイヤレス通信リンクを維持すること
ができ、その場合、ネットワークアダプタ４０は、トランシーバ３６によって省略され得
る、および／またはインプリメントされ得る。
【００２６】
　[0035]　図４を参照して、測位サーバ１２０の例は、プロセッサ５０、ソフトウェア５
４を含むメモリ５２、およびネットワークアダプタ５６を含むコンピュータシステムを備
える。プロセッサ５０およびメモリ５２は、図２に示されているモバイルデバイス１２の
プロセッサ２０およびメモリ２２、および／または図３に示されているＡＰ１６のプロセ
ッサ３０およびメモリ３２と同様に構造化され得る。本明細書で、測位サーバ１２０のプ
ロセッサ５０およびメモリ５２は、ＡＰｓ１６とモバイルデバイス１２間で送信される測
位関連メッセージ（positioning-related messages）に関係するＡＰｓ１６における測定
のパフォーマンスを調整すること、およびモバイルデバイス１２の位置を決定するために
これらの測定を利用することによってモバイルデバイス１２にＮＢＰを提供するように（
例えば、メモリ５２上に記憶されるソフトウェア５４を介して）構成される。上記に説明
されたように、測位サーバ１２０は、ネットワークアダプタ５６、ならびに／あるいはト
ランシーバおよび関連したアンテナ（associated antenna）（示されていない）のような
、他の手段によってバックホールリンクを介してＡＰｓ１６と通信する。
【００２７】
　[0036]　図５は、測位インプリメンテーション、本明細書でモバイルデバイス１２、Ａ
Ｐｓ１６のうちの１つ以上、および測位サーバ１２０を利用するシステム２００の中のＮ
ＢＰインプリメンテーション、のハイレベルの概観（high-level overview）を示す。本
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明細書で、モバイルデバイス１２は、ＡＰｓ１６のうちの１つ以上の範囲に存在し、ワイ
ヤレスリンク２２０を介してＡＰｓ１６のうちの１つ以上と通信するように動作可能であ
る。１つのＡＰ１６だけが簡潔さのために図５に示されているが、システム２００は、Ａ
Ｐｓ１６のうちの複数のもの（例えば、３個以上のＡＰｓ、等）を好ましくは含む。ＡＰ
ｓ１６は、同様に、バックホールリンク２２２を介して測位サーバ１２０と通信する。
【００２８】
　[0037]　図５に示されているように測位サーバ１２０は、ＡＰ調整モジュール２０２、
測位エンジン２０４、およびＮＢＰモジュール２０６を含む。図５に示されているＡＰ１
６は、モバイル測位モジュール２１２および測定報告モジュール２１４を含む。測位サー
バ１２０およびＡＰ１６のそれぞれのモジュール２０２、２０４、２０６、２１２、２１
４の機能は、以下にさらに詳細に説明される。
【００２９】
　[0038]　ＮＢＰモジュール２０６は、システム２００の中のデバイスのためにＮＢＰを
管理するように構成されるソフトウェアライブラリ、および／または他のハードウェアま
たはソフトウェアコンポーネントを含み得る。ＮＢＰモジュール２０６が測位サーバ１２
０の一部として図５に例示されているが、ＮＢＰモジュール２０６は、いくつかのインプ
リメンテーションでは、システム２００内でＡＰ１６および／または１つ以上の他のデバ
イスにおいてインプリメントされ得る。例として、ＡＰ１６は、専用の測位サーバが使用
されず、ＡＰ１６（および／またはネットワークの中の他のＡＰｓまたは他のデバイス）
が本明細書で説明され、図５に示されているようなＮＢＰモジュール２０６のそれを含む
、測位サーバ１２０の機能のいくつか、またはすべてを代わりにインプリメントする非集
中的なネットワーク環境（decentralized network environment）の中で代替的に動作し
得る。他のインプリメンテーションもまた、可能である。
【００３０】
　[0039]　ＮＢＰが（例えば、モバイルデバイス１２と関連するアプリケーションまたは
他の手段を介して、あるいはユーザ認証（user authorization）を持つＡＰ１６および／
または測位サーバ１２０によって）モバイルデバイス１２のために要求されると、測位サ
ーバ１２０のＡＰ調整モジュール２０２は、モバイルデバイス１２との測位交換を開始す
るためにモバイルデバイス１２の範囲内に存在するＡＰｓ１６のうちの１つ以上を選択す
る。ＡＰ１６のモバイル測位モジュール２１２は、モバイルデバイス１２とのこの交換を
開始し、交換の間モバイルデバイス１２に送信した、およびモバイルデバイス１２から受
信した信号に基づいて、ＲＴＴ測定、ＲＳＳＩ測定、またはそれらと同様のもののような
、測定を行う。ＡＰ１６の測定報告モジュール２１４は、これらの測定をまた測位サーバ
１２０へ報告し、それは、ＡＰｓ１６の既知のロケーションおよび報告された測定に基づ
いて、例えば、三辺測量を使用して、モバイルデバイス１２の位置を決定するために測位
エンジン（ＰＥ）２０４を利用する。決定された位置は、同様に、測位サーバ１２０から
ＡＰｓ１６および／または（測位サーバ１２０からモバイルデバイス１２に直接的にか、
ＡＰｓ１６のうちの１つ、またはモバイルデバイス１２と通信している別のエンティティ
を介してモバイルデバイス１２に間接的にかのどちらかで）モバイルデバイス１２に、送
信され得る。
【００３１】
　[0040]　Ｗｉ－Ｆｉネットワークまたは他の同様のネットワークのような、ネットワー
クリソースへのアクセスを制限するためにキャリア検知多元接続衝突回避（Carrier Sens
e Multiple Access with Collision Avoidance）（ＣＳＭＡ－ＣＡ）を利用するネットワ
ークでは、モバイルデバイス１２は、まず媒体を検知し、媒体が使われていない（free）
ときにのみ送信を開始するように構成される。加えて、ＡＰｓ１６のうちの１つが測定パ
ケット（measurement packet）をモバイルデバイス１２に送信するとき、送信は、送信し
ているＡＰ１６のカバレッジエリアの中のすべてのコチャネルのＡＰｓ１６（co-channel
 APs 16）によって検知されることとなる。そのような送信はまた、コチャネルのＡＰｓ
１６にもたらされる干渉より少ない程度で、送信しているＡＰ１６のカバレッジエリアの
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中の近接したチャネルＡＰｓ１６に干渉をもたらし得る。結果として、送信しているＡＰ
１６によって送られる測定パケットは、送信しているＡＰ１６のカバレッジエリアの中の
他のＡＰｓ１６のいくつかまたはすべてのためにネットワーク帯域幅を低減する。このこ
とは、同様に、所与のエリアの中のＮＢＰを介して同時に位置付けされることができるデ
バイスの数を制限し得る。
【００３２】
　[0041]　加えて、モバイルデバイス１２が、バッテリ式のデバイスおよび／または低電
力で動作するように構成される別のデバイスである場合、モバイルデバイス１２によって
使用される送信（Ｔｘ）電力は、ＡＰｓ１６によって使用されるＴｘ電力より非常に低く
あり得る。いくつかのインプリメンテーションでは、ＡＰ　Ｔｘ電力は、モバイルＴｘ電
力より３－１０ｄＢ高くあり得る。結果として、ＡＰカバレッジエリアは一般的に、対応
するモバイルカバレッジエリアより大きい。
【００３３】
　[0042]　図６の図形３００は、典型的な場所のための実例となるＡＰ展開を例示する。
図形３００では、第１の領域３１０は、モバイルデバイス１２のために「接続されたＡＰ
」３１２と称される、モバイルデバイス１２が通信サービスのために接続されるＡＰ１６
のカバレッジエリアを示す。第２の領域３２０は、モバイルデバイス１２のカバレッジエ
リアを示す。本明細書で使用される場合、所与のデバイスのための「カバレッジエリア」
は、空間的な領域（例えば、円形の領域）として定義され、それは、デバイスの通信範囲
、および（例えば、デバイスの位置で設定される）焦点によって（a focal point）同様
に定義される。通信範囲は、最大の範囲か、デバイスの１つ以上のアンテナによって使用
される実際のＴｘ電力レベルに基づく範囲かのどちらかであり得る。
【００３４】
　[0043]　図形３００に示されているように、領域３１０は、接続されたＡＰ３１２のた
めの円形のカバレッジ領域（カバレッジエリア）である。領域３１０は、接続されたＡＰ
３１２の位置で位置付された中心点、および接続されたＡＰ３１２の最大の範囲３１４に
対応する半径を有する。領域３２０は、モバイルデバイス１２のための円形のカバレッジ
領域である。領域３２０は、モバイルデバイス１２の位置で位置付された中心点、および
モバイルデバイス１２の最大の範囲３２２に対応する半径を有する。カバレッジエリアの
他の形、定義、または構成もまた、使用されることができる。例として、複数のアンテナ
を持つ通信デバイスは、アンテナの各々を介して送信される信号のために行われるビーム
フォーミングまたは他の空間的な処理のため、非円形のカバレッジエリアを有し得る。他
の構成もまた、可能である。
【００３５】
　[0044]　図形３００にさらに示されているように、接続されたＡＰ３１２によって送信
される測定パケットは、接続されたＡＰ３１２および／または近接のチャネルと同じチャ
ネル上で動作する領域３１０内に位置付けされる他のＡＰｓ１６のいくつか、またはすべ
てに干渉することができ、および／またはそうでなければ影響を及ぼし得る。接続された
ＡＰ３１２のカバレッジエリアがモバイルデバイス１２のそれより大きいため、多数のこ
れらの他のＡＰｓ１６は影響され得る。
【００３６】
　[0045]　その近隣ＡＰｓ１６への、ＡＰｓ１６のうちの１つに通信される、およびＡＰ
ｓ１６のうちの１つから通信されるＮＢＰ関連シグナリングの影響を緩和するために、Ａ
Ｐ１６および／または測位サーバ１２０は、測位のためにＡＰ１６によって使用されるＴ
ｘ電力レベルを制御するための技法をインプリメントすることができる。例として、図５
に戻ると、ＮＢＰモジュール２０６ならびに／あるいは測位サーバ１２０および／または
ＡＰ１６の他のコンポーネントは、ＡＰ１６によって利用される測位Ｔｘ電力を設定し、
推奨し（recommend）、またはそうでなければ変え得る。これらの技法は、以下にさらに
詳細に説明される。
【００３７】
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　[0046]　一般的に、測位シグナリングのためにＡＰｓ１６のうちの所与の１つによって
利用されるＴｘ電力は、ＡＰ１６のエリアに関連してモバイルデバイス１２のおおよその
位置に少なくとも部分的に基づいて制御される。これは、従来のＡＰ電力制御と対照的で
あり、そこで、ＡＰはＡＰが接続されていないモバイルデバイスの位置に関連している知
識（knowledge）を有していない。本明細書で、測位サーバ１２０およびＡＰｓ１６のう
ちの１つ以上は、それぞれのＡＰｓ１６によって使用されるＴｘ電力の最適化を向上させ
るためにＡＰｓ１６のすべてのためのＴｘ電力レベルを設定するために調整する。結果と
して、所与の場所内に位置付けされることができるばらばらのＡＰカバレッジエリアの数
は、増加され、それによって、より多くのＡＰｓ１６が場所内で位置決めされることを可
能にする。さらに、一斉にネットワークによって対処されることができるロケーション要
求の数は、増加し得る。本明細書に説明された技法は、単一のチャネルと複数のチャネル
の両方のネットワークＡＰ構成で、ならびにＮＢＰとＭＢＰの両方の構成で利用されるこ
とができる。他の構成もまた、可能である。続く説明では、特定の構成への言及は、そう
でないと記載されていない限りすべての可能な構成に適用する。
【００３８】
　[0047]　図５に示されている測位サーバ１２０のモジュール２０２、２０４、２０６お
よびＡＰ１６のモジュール２１２、２１４は、ハードウェア、（例えば、メモリ３２、５
２上に記憶されるソフトウェア３４、５４を実行するプロセッサ３０、５０によってイン
プリメントされる）ソフトウェア、ハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせで、お
よび／または任意の他の適切な手段によってインプリメントされ得る。
【００３９】
　[0048]　図５に示されているシステム２００は、本明細書に説明されるようないろいろ
な技法を使用して関連した通信ネットワーク内で電力最適化測位負荷（power-optimized 
positioning load）を促進し得る。これらは、測位パケット（positioning packets）（
例えば、キープアウェイクパケット（keep awake packets）、測定パケット、等）のＴｘ
電力制御、測位電力制御を促進するためのＮＢＰサーバプロトコル（ＮＳＰ）修正、ＮＢ
Ｐモジュール２０６による電力制御、ＡＰｓ１６によるＴｘ電力の自律的な微調整（auto
nomous fine tuning）、等、に限定されないが、それらを含む。一般的に、測位サーバ１
２０および／またはＡＰｓ１６は、モバイルデバイス１２の少なくともカバレッジエリア
、およびモバイルデバイス１２のＴｘ電力レベルを含むモバイルデバイス１２の（１つま
たは複数の）動作パラメータを推定すること、ならびにそれらの（１つまたは複数の）動
作パラメータの関数としてＡＰ１６からモバイルデバイス１２への測位メッセージのため
のＴｘ電力レベルを設定することによって、ＡＰｓ１６のうちの所与の１つのための電力
最適化（power optimization）を行う。
【００４０】
　[0049]　ＮＳＰ修正を介する電力制御に関して、フィールドまたは他のインジケータは
、推奨されるＴｘ電力および／またはそれへの調節を示すために、測位サーバ１２０によ
ってＮＳＰウェイクアップメッセージおよび／またはＮＳＰ測定要求に追加され得る。本
明細書で使用される場合、「ＮＳＰメッセージ」は、（例えば、ＮＢＰモジュール２０６
を介して）ＡＰｓ１６および測位サーバ１２０によって互いに通信するために使用される
メッセージを指す。「測位パケット」、「測位シグナリング」、および／または同様の用
語は、ＡＰｓ１６とモバイルデバイス１２間で通信される測位関連情報を指す。この情報
は、例えば、アクティブすなわち「アウェイク」状態にモバイルデバイス１２を保つため
にＡＰｓ１６によって送られるキープアウェイクパケット、モバイルデバイス１２から測
定（例えば、ＲＳＳＩ、ＲＴＴ、等）を取るためにＡＰｓ１６によって送られる測定パケ
ット、モバイルデバイス１２からＡＰｓ１６に送られる測定応答パケット（measurement 
response packets）、または同様のものを含み得る。
【００４１】
　[0050]　ＮＢＰモジュール２０６によって管理されるＡＰ　Ｔｘ電力制御のために、Ｎ
ＢＰモジュール２０６は、１つ以上の基準に基づいて測位パケットのためにＡＰｓ１６に
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よって使用されるためのＴｘ電力を計算し得る。これらの基準は、モバイルデバイス１２
のＴｘ電力、ＡＰｓ１６のＴｘ電力および／または検出しきい値、ＡＰｓ１６とモバイル
デバイス１２間の通信リンクと関連する経路損失（path loss）（リンクバジェット（lin
k budget））情報、モバイルデバイス１２の検出しきい値、等、に限定されないが、それ
らを含み得る。本明細書で使用される場合、「検出しきい値」は、デバイスが例えば、許
容確率（acceptable probability）または正確度（degree of accuracy）内で成功裡にパ
ケットを受信することができる最小の信号強度を指す。ＮＢＰモジュール２０６がＡＰｓ
１６のためにＴｘ電力レベルを計算した後、Ｔｘ電力レベルは、絶対電力レベル（absolu
te power level）（例えば、割り当てられる、または推奨される電力レベル）、ＡＰｓ１
６の前のＴｘレベル（previous Tx level）からの変化を示す相対的な（デルタ）電力レ
ベル（relative （delta） power level）として、および／または他の手段によってＡＰ
１６に通信され得る。
【００４２】
　[0051]　ＮＢＰモジュール２０６は、様々な方法でそのネットワーク内のモバイルデバ
イス１２および／またはＡＰｓ１６に関連している情報を取得し得る。例として、測位サ
ーバ１２０は、それが通信するＡＰｓ１６のＴｘ電力および検出しきい値に関連している
情報を保持し、ＡＰｓ１６のためのＴｘ電力を決定することにこの情報を使用し得る。さ
らに、図７のシステム４００によって示されているように、ＮＢＰモジュール２０６は、
モバイル履歴データベース４０２からモバイルデバイスＴｘ電力に関連している情報を取
得することができ、それは、過去の測定に基づいてシステムの中の各デバイスのためのＴ
ｘ電力の推定を保持する。
【００４３】
　[0052]　同様に、または代替として、図８のシステム５００によって示されているよう
に、ＮＢＰモジュール２０６は、例えば、クラウドソーシングモジュール５０２を介して
、クラウドソーシングを通してモバイルＴｘ電力情報を取得し得る。本明細書で、ＮＢＰ
モジュール２０６は、クラウドソーシングモジュール５０２を介して、メディアアクセス
制御（ＭＡＣ）アドレスおよび／またはモバイルデバイス１２および／またはネットワー
クの中の他のデバイスの他の識別子を取得する。クラウドソーシングモジュール５０２は
また、ハードウェア仕様、モデル識別子、等のような、モバイルデバイス１２の動作能力
に関連している情報をモバイルデバイス１２から取得し得る。代替として、モバイルデバ
イス１２の動作能力は、そのＭＡＣアドレスまたは他の識別子から推測、または推定され
得る。モバイルデバイス１２を含むデバイスについての収集された情報に基づいて、ＮＢ
Ｐモジュール２０６は、モバイルデバイス１２と関連するＴｘ電力を予測する。
【００４４】
　[0053]　ＡＰｓ１６のうちの所与の１つおよびモバイルデバイス１２に関する経路損失
情報を取得するために、ＮＢＰモジュール２０６は、前の位置推定および／または関連測
定結果を利用し得る。例として、モバイルデバイス１２のための最後の位置推定が、（例
えば、モバイル履歴データベース４０２を介して）利用可能であり、しきい値時間期間（
threshold time period）より古くないとき、ＮＢＰモジュール２０６は、ＡＰｓ１６の
うちの異なるものとモバイルデバイス１２間の経路損失を予測するために位置推定を使用
することができる。このことは、個別にモバイルデバイス１２との測位シグナリングに従
事するＡＰｓ１６のうちの複数のもののＴｘ電力を最適化するために使用されることがで
きる。
【００４５】
　[0054]　モバイルデバイス１２のための検出しきい値を取得するために、ＮＢＰモジュ
ール２０６は、（例えば、モバイル履歴データベース４０２で記憶された）前の位置推定
から検出しきい値を推定することができる。本明細書で、ＮＢＰモジュール２０６は、位
置推定が与えられるモバイルデバイス１２およびモバイルデバイス１２が位置推定を取得
するために通信したＡＰｓのそれぞれのＴｘ電力レベル、モバイルデバイス１２とモバイ
ルデバイス１２から測定を取得することができたＡＰｓ１６のうちの最も遠い１つ間の距
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離、ならびに／あるいは検出しきい値を推定するための位置推定に関連している他の情報
を利用する。例として、モバイルデバイス１２のための検出しきい値は、ＡＰ　Ｔｘ電力
がモバイルＴｘ電力より大きいことを仮定して、モバイルデバイス１２とモバイルデバイ
ス１２から測定を取得することができたＡＰｓ１６のうちの最も遠い１つ間のＡＰ　Ｔｘ
電力プラス経路損失の関数（function of AP Tx power plus the path loss）として与え
られることができる。他の技法が、使用されることもできる。
【００４６】
　[0055]　ＮＢＰモジュール２０６、および／または測位サーバ１２０の他のコンポーネ
ントは、様々な技法に基づいてＡＰｓ１６によって送られる測位メッセージのためのＴｘ
電力レベルを推奨し得る。例として、ＮＢＰモジュール２０６は、モバイルデバイスカバ
レッジエリアに基づいてＡＰｓ１６のうちの所与の１つのためのＴｘ電力レベルを設定し
得る。より具体的には、ＮＢＰモジュール２０６は、モバイルデバイス１２のカバレッジ
エリアが所与のＡＰ１６のカバレッジエリアのサブセットであるレベルにＡＰ　Ｔｘ電力
を設定する。このＡＰ　Ｔｘ電力は、モバイルデバイス１２のカバレッジエリアが所与の
ＡＰ１６のカバレッジエリアのサブセットである最小のＴｘ電力であり得るが、他の電力
レベルが使用されることもできる。さらに、ＡＰ　Ｔｘ電力は、所与のＡＰ１６のデフォ
ルトＴｘ電力および／または他のファクタ（factors）による上限（upper limited）であ
り得る。ＡＰ　Ｔｘ電力を対応するモバイルカバレッジエリアにマッチングした結果とし
てモバイルデバイスにおける衝突確率（collision probabilities）は、低減されること
ができ、互いに、および／または他のデバイスにＡＰｓ１６によってもたらされる干渉も
、低減され得る。
【００４７】
　[0056]　上記の技法は、図９の図形６００によって例示される。本明細書で、モバイル
デバイス１２のために接続されたＡＰ３１２のためのＴｘ電力は、（モバイルデバイス１
２の位置およびモバイルデバイスの通信範囲３２２によって定義される）モバイルデバイ
ス１２のカバレッジエリア３２０が接続されたＡＰ３１２のカバレッジエリア３１０のサ
ブセットであるような最小のＴｘ電力に設定される。モバイルデバイス１２のカバレッジ
エリアと同様に、接続されたＡＰ３１２のカバレッジエリアは、接続されたＡＰ３１２の
位置および接続されたＡＰの通信範囲３１４によって定義される。ゆえに、接続されたＡ
Ｐ３１２の通信範囲がそれのＴｘ電力の関数であるように、接続されたＡＰ３１２によっ
て利用されるＴｘ電力を修正することは、その通信範囲３１４および、ひいては、そのカ
バレッジエリア３１０を比例して（proportionately）修正する。図形６００に示される
ように接続されたＡＰ３１２のＴｘ電力を設定することの結果として、接続されたＡＰ３
１２が干渉をもたらすエリアは、低減される。
【００４８】
　[0057]　別の例として、ＮＢＰモジュール２０６は、モバイルデバイスＴｘ電力に基づ
いてＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定し得る。この場合では、ＮＢＰモジュール２０６は、モ
バイルデバイス１２のためのＴｘ電力レベル（例えば、それの設定可能なマージン（conf
igurable margin）内）に類似しているＡＰｓ１６のうちの所与の１つのためのＴｘ電力
レベルを推奨する。例として、ＡＰｓ１６のそれぞれのもののために推奨されるＴｘ電力
レベルは、ＡＰｓ１６を取り囲んでいるエリアのための平均モバイルＴｘ電力、代表（re
presentative）（平均、最小、最大、等）モバイル検出しきい値とＡＰ検出しきい値間の
差、および設定可能なマージンの合計に基づいて設定され得る。他の技法または公式が、
使用されることもできる。
【００４９】
　[0058]　さらに別の例として、ＮＢＰモジュール２０６は、モバイルデバイス１２の検
出能力に関してＡＰ　Ｔｘ電力レベルを設定し得る。この場合では、ＮＢＰモジュール２
０６は、少なくとも正確度しきい値（threshold degree of accuracy）でＡＰ１６から測
位パケットを成功裡に受信するためにモバイルデバイス１２に十分なＡＰｓ１６のうちの
所与の１つのためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルを推奨する。この推奨される電力レベルは、モ
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バイルデバイス１２における少なくとも受信成功確率しきい値（threshold probability 
of successful reception）を可能にする最小値に設定され得る。代替として、設定可能
な電力マージンは、追加され得る。ＮＢＰライブラリモジュールは、ＡＰ１６とモバイル
デバイス１２間の経路損失の関数、ＡＰ１６とモバイルデバイス１２間の検出しきい値に
おける差、および（随意的に）設定可能なマージンに基づいてＡＰｓ１６のそれぞれのも
ののために推奨されるＴｘ電力を設定し得る。他の公式が、使用されることもできる。
【００５０】
　[0059]　モバイルデバイス１２の検出能力に関するＡＰ　Ｔｘ電力管理は、図１０の図
７００によって示される。図７００は、上記の技法がモバイルデバイス１２のために接続
されたＡＰ３１２と、追加のＡＰ７０２のような、ＡＰｓ１６のうちの１つ以上の他のも
のとの両方のためのＴｘ電力を最適化するために利用されることを例示する。ＡＰｓ３１
２、７０２のＴｘ電力は、それぞれのＡＰｓ３１２、７０２の関連範囲３１４、７１２が
少なくとも成功確率しきい値（threshold probability of success）で、前記モバイルデ
バイス１２が、ＡＰｓ３１２、７０２の各々からパケットを受信することをまだ可能にし
ている間実質的に最小であるように設定される。図７００によって示されている電力制御
技法の結果として、接続されたＡＰ３１２のカバレッジエリア３１０と追加のＡＰ７０２
のカバレッジエリア７１０の両方は最適化され、それによって、干渉がＡＰｓ３１２、７
０２から検出されることとなるエリアを低減する。
【００５１】
　[0060]　上記の技法が特定のモバイルデバイス、本明細書でモバイルデバイス１２、に
関して行われるように、上記に提供されたそれらと同様の技法は、ＭＢＰ展開のためのＡ
Ｐ　Ｔｘ電力を最適化するためにモバイルデバイス１２によって使用され得る。ＭＢＰの
場合、モバイルデバイス１２は、測位サーバ１２０および／または１つ以上のそれらのコ
ンポーネント（例えば、ＮＢＰモジュール２０６または同様のモジュール）、クラウドサ
ービス、等のような関連したネットワークの様々な要素から測位パケットのために推奨さ
れるＴｘ電力を取得することができる。推奨されるＴｘ電力は、モバイルデバイス１２の
最後の既知の位置および／またはモバイルデバイス１２に関連している他の情報に基づい
て測位サーバ１２０および／または他のネットワーク要素によって決定される。ＭＢＰ展
開のために、測位サーバ１２０は、Ｔｘ電力推奨を計算することにおいて上記にＮＢＰの
ために説明されたそれらと同様のアルゴリズムおよび／または技法を利用し得る。モバイ
ルデバイス１２および測位サーバ１２０はさらに、ＡＰ１６およびリンク２２０、２２２
を介して間接的にか、モバイルデバイス１２と測位サーバ１２０間の追加の直接通信リン
クを介してかのどちらかで、ＭＢＰ展開の中で互いとの通信のさらなる能力がある。
【００５２】
　[0061]　上記に説明されたようなＮＢＰモジュール２０６を介するＡＰ　Ｔｘ電力制御
に加えて、またはその代わりに、ＡＰｓ１６はまた、測位送信のためにそれらのＴｘ電力
を自律的に設定および／または調節し得る。この自律的なＡＰ電力調節は、図１１のシス
テム８００によって示されている。本明細書で、ＡＰｓ１６のうちの例示された１つは、
モバイル測位モジュール２１２がワイヤレスリンク２２０にわたって測位シグナリング（
例えば、測定パケット、キープアウェイクパケット、等）をモバイルデバイス１２に提供
する電力レベルを調節するための電力同調モジュール（a power tuning module）８０２
を含む。電力同調モジュール８０２は、ＮＢＰモジュール２０６からの推奨されるＴｘ電
力がない場合に使用され得るか、または推奨されるＴｘ電力の補完として使用され得る。
【００５３】
　[0062]　電力同調モジュール８０２は、その関連したＡＰ１６のＴｘ電力レベルを調節
することにいろいろなパラメータを利用し得る。例として、ＡＰ１６がモバイルデバイス
１２のために接続されたＡＰである場合、電力同調モジュール８０２は、モバイルデバイ
ス１２から受信されるＲＳＳＩ情報に基づいてＴｘ電力を最適化し得る。別の例として、
電力同調モジュール８０２は、モバイルデバイス１２のＴｘ電力および／または検出しき
い値に基づいてＴｘ電力を最適化し得る。ＡＰ１６は、ＮＳＰメッセージを介してＮＳＰ
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ライブラリモジュール２０６から、モバイルデバイス１２との通信の履歴（例えば、モバ
イルデバイス１２から受信された前のメッセージ）に基づいて、図８に示されているクラ
ウドソーシングモジュール５０２に関して説明されたのと同様の方法でクラウドソースさ
れたデバイス情報に基づいて、等で、それらを推定することによってこれらのパラメータ
に関連している情報を取得し得る。電力同調モジュール８０２はまた、ネットワークの中
でモバイルデバイス１２から他のデバイスに送られるメッセージを傍受する（sniff）、
またはそうでなければ検出することができ、受信されたＲＳＳＩに基づいてモバイルデバ
イス１２のＴｘ電力および／または検出しきい値を予測し得る。
【００５４】
　[0063]　電力同調モジュール８０２はまた、モバイルデバイス１２から受信される情報
に基づいてモバイルデバイス１２との測位交換の間電力を適応的に最適化し得る。例とし
て、電力同調モジュール８０２は、肯定応答（ＡＣＫ）が受信される場合、例えば、Ｔｘ
電力を低減すること、または変更しないことによって、あるいは、ＡＣＫが受信されてい
ないか、否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）が受信されるかのどちらかの場合、Ｔｘ電力を増加する
ことによって、ＡＣＫが所与の測位パケットのためにモバイルデバイス１２から受信され
るか否かに基づいて関連したＡＰ１６のＴｘ電力を調節し得る。適応的なＴｘ電力調節を
行うことと組み合わせて、電力同調モジュール８０２は、測位サーバ１２０が、それに応
じてＡＰ１６およびモバイルデバイス１２に関する経路損失および検出しきい値パラメー
タをチューニングする（tune）ことができるように測位サーバ１２０（例えば、ＮＢＰモ
ジュール２０６）になされる（１つまたは複数の）調節を示し得る。
【００５５】
　[0064]　図１２を参照して、さらに図１－１１に関連して、測位シグナリングのための
ＡＰｓ１６のうちの１つのＴｘ電力を制御するプロセス１０００は、示されている段階を
含む。プロセス１０００は、しかしながら、単に例であり、限定しない。プロセス１００
０は、例えば、追加され、削除され、再配列され、組み合わされ、および／または同時に
行われる段階を有することによって変更されることができる。示されている、および説明
されているようなプロセス１０００へのさらなる他の変更は、可能である。
【００５６】
　[0065]　段階１００２において、ＡＰ１６とモバイルデバイス１２間の測位交換の初期
化は、例えば、測位サーバ１２０において、および／またはＡＰ１６において、検出され
る。初期化は、測位交換のための要求を検出することによって段階１００２で検出される
ことができ、それは、モバイルデバイス１２および／または別のデバイス、ＡＰ１６、測
位サーバ１２０、システム内の別のサーバまたは他のエンティティ、等のような、関連し
た通信システム内で任意の適切なデバイスによって送られ得る。他の初期化方法が、使用
されることもできる。さらに、測位交換は、ＮＢＰ、ＭＢＰ、および／または他の測位プ
ロトコルにしたがって実施され得る。
【００５７】
　[0066]　段階１００４において、少なくとも推定されるカバレッジエリアおよび推定さ
れるＴｘ電力レベルを含む、モバイルデバイス１２の推定される動作パラメータは、決定
される。段階１００４において決定されたモバイルデバイス１２の推定される動作パラメ
ータは、（例えば、システム４００内に示されているような測位サーバ１２０において記
憶されるモバイル履歴データベース４０２、および／または測位サーバ１２０および／ま
たはＡＰ１６における別の同様のデータ記憶装置を介して）ＡＰ１６とモバイルデバイス
１２間での前の通信（prior communication）の履歴、（例えば、システム５００に示さ
れているような測位サーバ１２０のクラウドソーシングモジュール５０２、またはＡＰ１
６に存在する同様のモジュールを介して）クラウドソースされたモバイルデバイス情報、
ならびに／あるいは上記に説明されたような他の情報に基づいて取得され得る。本明細書
で、モバイルデバイス１２の「カバレッジエリア」は、モバイルデバイス１２の位置およ
びモバイルデバイス１２と関連するそれぞれのアンテナ範囲によって定義される、実質的
に円形のまたは楕円形の領域を指し、そこで、モバイルデバイス１２は、少なくとも成功
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確率しきい値でデータを受信するおよび／または送信する能力がある。
【００５８】
　[0067]　段階１００６において、測位交換の間ＡＰ１６からモバイルデバイス１２への
（例えば、測位メッセージの）送信のためのＡＰ　Ｔｘ電力レベルは、段階１００４にお
いて決定されたようなモバイルデバイスの推定される動作パラメータの関数として設定さ
れる。本明細書で、ＮＢＰモジュール２０６は、上記に説明されたように、モバイルデバ
イスのカバレッジエリアおよび／またはＴｘ電力の関数として、ＡＰ１６によって使用さ
れるＴｘ電力レベルを推奨する、設定する、または調節し得る。代替として、ＡＰ　Ｔｘ
電力は、図１０の図７００に関して説明されたように、モバイルデバイス１２が少なくと
も正確度しきい値でＡＰ１６から測位パケットを受信する能力があることを推定されるよ
うに設定され得る。別の代替として、図１１に関して上記に説明されたように、ＡＰ１６
は、電力同調モジュール８０２、またはそのＴｘ電力を自律的に調節するための他の手段
を利用し得る。
【００５９】
　[0068]　次に図１３を参照して、さらに図１－１１に関連して、測位シグナリングのた
めのＡＰｓ１６のうちの１つのＴｘ電力を制御する別のプロセス１１００は、示されてい
る段階を含む。プロセス１１００は、しかしながら、単に例であり、限定しない。プロセ
ス１１００は、例えば、追加され、削除され、再配列され、組み合わされ、および／また
は同時に行われる段階を有することによって変更されることができる。示されている、お
よび説明されているようなプロセス１１００へのさらなる他の変更は、可能である。
【００６０】
　[0069]　段階１１０２において、位置決めされるためのモバイルデバイス、すなわち、
モバイルデバイス１２、は、識別される。この識別は、モバイルデバイス１２のために接
続されたＡＰ１６、ＡＰｓ１６のうちの別の１つ、測位サーバ１２０、または別の適切な
ネットワークデバイスによって行われる。
【００６１】
　[0070]　段階１１０４において、ＡＰ１６は、初期のＴｘ電力でモバイルデバイス１２
との測位交換を初期化する。測位交換は、ＮＢＰインプリメンテーションのための測位サ
ーバ１２０からの、またはＡＰ１６それ自身からのコマンドまたは要求による、ＭＢＰイ
ンプリメンテーションのためのモバイルデバイス１２による、等のような、様々な方法で
初期化され得る。さらに、初期のＴｘ電力は、ＡＰ１６によって独立して決定されること
ができ、または（例えば、ＮＢＰモジュール２０６を介して）測位サーバ１２０または他
の手段によってＡＰ１６に提供され得る。測位交換を初期化すると、図５に示されている
ように、ＡＰ１６は、モバイル測位モジュール２１２によってワイヤレスリンク２１０を
介してモバイルデバイス１２で、測位シグナリング、パケット、メッセージ、等を通信す
るように構成される。
【００６２】
　[0071]　段階１１０６において、段階１１０４において利用された初期のＴｘ電力は、
例えば、モバイルデバイス１２の推定される動作パラメータ、または測位交換の間のモバ
イルデバイス１２の動作（behavior）のうちの少なくとも１つに基づいて、電力同調モジ
ュール８０２および／またはＡＰ１６の他のコンポーネントを介して、調節される。上記
に説明されたように、段階１１０６において使用され得るモバイルデバイス１２の動作パ
ラメータは、モバイルデバイス１２から既に受信されたパケットと関連するＲＳＳＩおよ
び／または他の信号品質メトリック、モバイルデバイス１２のＴｘ電力および／または検
出しきい値、等を含む。さらに上記に説明されたように、電力同調モジュール８０２は、
ＡＰ１６からモバイルデバイス１２に送信される測位パケットに対応するＡＣＫｓの有無
、および／または測位交換の間のモバイルデバイス１２の動作の他の態様に基づいて段階
１１０６においてＡＰ１６のＴｘ電力を調節し得る。
【００６３】
　[0072]　上記に説明されたプロセス１０００、１１００は、上記に説明されたように１
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つ以上のデバイスによってインプリメントされることができ、それは、ＡＰ調整モジュー
ル２０２、測位エンジン２０４、ＮＢＰモジュール２０６、等のようなコンポーネントを
備える測位サーバ１２０、および／またはモバイル測位モジュール２１２、測定報告モジ
ュール２１４、電力同調モジュール８０２、等のようなコンポーネントを備えるＡＰｓ１
６のうちの１つを含み得る。測位サーバ１２０および／またはＡＰｓ１６の例示され、説
明されたコンポーネントは、プロセス１０００、１１００に示されている動作を行うため
の手段として動作するようにそれぞれ構成され得る。プロセス１０００、１１００によっ
て示されているような、測位サーバ１２０、ＡＰ１６、および／またはそれらの構成する
コンポーネント（constituent components）によって行われるオペレーションは、ハード
ウェアで、（例えば、非一時的なプロセッサ可読媒体であるメモリ３２、５２のうちの関
連した１つの上に記憶されるプロセッサ実行可能なソフトウェアコード３４、５４を実行
するプロセッサ３０、５０のうちの１つにより）ソフトウェアで、あるいはハードウェア
またはソフトウェアの組み合わせでインプリメントされ得る。さらに、測位サーバ１２０
が単一のエンティティとして示され、説明されたが、上記に説明された測位サーバ１２０
の機能のいくつか、または全ては、複数の計算デバイスの間で分配され得る。同様に、上
記に説明されたようにＡＰｓ１６のうちの個々のものによって行われるアクションは、複
数のＡＰｓ１６にわたって分配され得る。
【００６４】
　[0073]　上記に説明された方法、システム、およびデバイスは、例である。様々な代替
の構成は、適宜、様々なプロシージャまたはコンポーネントを省略、置換、または追加し
得る。例として、代替の方法で、段階は上記の論考とは異なる順序で行われることができ
、様々な段階が、追加、省略、または組み合わせられ得る。また、ある特定の構成に関し
て説明された特徴は、様々な他の構成で組み合わせられ得る。構成の異なる態様および要
素は、同様の方法で組み合わせられ得る。また、技術は進化し、それゆえに、要素の多く
が例であり、本開示または請求項の範囲を限定しない。
【００６５】
　[0074]　実例となる構成（インプリメンテーションを含む）の徹底的な理解を提供する
ために、説明において具体的な詳細が与えられる。しかしながら、構成は、これらの具体
的な詳細なしに実施され得る。例えば、周知の回路、プロセス、アルゴリズム、構造、お
よび技法は、構成を曖昧にすることを避けるために不必要な詳細なしに示されてきた。こ
の説明は、実例となる構成のみを提供し、請求項の範囲、適用性、または構成を限定しな
い。むしろ、構成の先の説明は、説明された技法をインプリメントするための説明を可能
にすることを当業者に提供することとなる。本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く、要素の機能および配列に様々な変更がなされ得る。
【００６６】
　[0075]　構成は、フロー図またはブロック図として描写されるプロセスとして説明され
得る。各々は、シーケンシャルなプロセスとしてオペレーションを説明し得るが、オペレ
ーションの多くは、並行してまたは同時に行われることができる。加えて、オペレーショ
ンの順序は、再配置され得る。プロセスは、図に含まれない追加のステップを有し得る。
さらに、方法の例は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、ハードウェア記述言語、またはそれらのあらゆる組み合わせによってイン
プリメントされ得る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、またはマイクロコ
ードでインプリメントされるとき、必要なタスクを行うためのプログラムコードまたはコ
ードセグメントは、記憶媒体のような非一時的なコンピュータ可読媒体内に記憶され得る
。プロセッサは、説明されているタスクを行い得る。
【００６７】
　[0076]　特許請求の範囲を含む、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１
つ（at least one of）」で始まる項目のリストで使用されるような「または（or）」は
、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、ま
たはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢお
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よびＣ）、または２つ以上の特徴（例えば、ＡＡ、ＡＡＢ、ＡＢＢＣ、等）との組み合わ
せを意味するような、選言的なリスト（disjunctive list）を示す。
【００６８】
　[0077]　いくつかの実例となる構成が説明されたが、本開示の趣旨から逸脱することな
く、様々な修正、代替の構成、および等価のものが使用され得る。例えば、上記の要素は
、より大きいシステムのコンポーネントであることができ、本明細書で、他のルールが、
本発明のアプリケーションよりも優先するか、そうでなければ本発明のアプリケーション
を修正し得る。また、いくつかのステップは、上記の要素が考慮される前、その間、また
はその後に着手され得る。したがって、上記の説明は、請求項の範囲に境界を付けない。

【図１】 【図２】

【図３】
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